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１．災害時保健福祉医療活動支援システム
（D24H）による災害時の支援
⇒システムの全体像
⇒能登半島地震での（一部）活用

２．保健・医療・福祉活動チームによる支援

今回ご説明する内容
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災害時保健福祉医療活動支援システム（D24H）
による災害時の支援（全体図・簡略版）
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令和6年能登半島地震におけるD24Hの活用

図①：施設・避難所等ラピッドアセスメントシート

図②：D24Hsurvey 画面

4※ラピッドアセスメントシートはスフィア基準に従い作成。

本年1月1日に発生した能登半島地震において、来年度より厚生労働省で本格運用することとしている
「災害時保健医療福祉活動支援システム（D24H）」について、発災直後より、避難所状況の把握のた
め機能の一部解放し、石川県保健医療福祉調整本部、保健所、DMAT（災害時派遣医療チーム）
等で災害対応に活用。

※kintoneで集めた情報もD24Hに反映。



入力のあった
避難所数

飲料水・食料が不足している避難所数

避難者数
（17,700人）

D24H NOW ※避難所情報の地図化

※バブル（●）で避難所の位置、
●の大きさで避難者数を表示
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D24Hの活用例
～継続的なアセスメントの実施による入力情報の更新～

保健師等により避難所の継続的なアセスメントを実施し、改善に向けた取り組みを行っている。

評価：A（充足）、Ｂ（改善の余地あり）、C（不足）、Ｄ（不全）、？（不明）

1/3

1/16

アセスメント実施ごとに情報を入力し、経過を確認することができる。
⇒上記例では、1/3時点では「生活用水」、「過密度」等について、不足（C）・不全（D)と
評価されていたが、1/16時点では、充足（A）となっており、状況の改善を確認。 6



保健・医療・福祉の活動チームによる支援（主なもの）

DMAT（ディーマット：災害派遣医療チーム）

DPAT（ディーパット：災害派遣精神医療チーム）

JMAT（ジェイマット：日本医師会災害医療チーム ）

DHEAT（ディーヒート：災害時健康危機管理支援チーム※）

※保健所等の指揮調整機能支援

DWAT（ディーワット：災害派遣福祉チーム）

JRAT（ジェイラット：一般社団法人 日本災害リハビリテーション支援協会）

JDA-DAT（ジェイディーエーダット：日本栄養士会災害支援チーム）

DICT（ディーアイシーティー：日本環境感染学会の災害時感染制御支援チーム） 等

1.5次避難所内に設置したＤＷＡＴによる
「なんでも福祉相談コーナー」

保健師による避難所巡回（輪島市）

ＤＭＡＴ現場活動（患者搬送）
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